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0. はじめに
母音の観察の難しさには定評がある。 「母音は、クチムロぜんたいを共鳴洞として発音される音で
あり、音色は、そのクチムロのかたちによって、さだまるものであるから、発音部位などというも
のは、きわめてさだめにくい」のである。(橋本1981,p.219)
u(wu)は中国語学習の最初期に習うべき音の一つであるが、やはり母音観察の難しさのせいで、
多くの学習者が苦労している。あるいは難しさに気づかず不正確な発音のまま長年学習を続けている
学習者もいる。外国語大学で中国語を専攻した筆者自身、特に[u]の調音方法を教わった記憶もな
ければ、中国人教師から発音の間違いを指摘されたこともない。 にもかかわらず、驚くほど長期間、
筆者は実は間違った発音をし、その上間違った教え方をしていたかも知れない。 というのは数年前、
舌位と狭めの位置に関して改めて学習する機会があり、筆者のそれまでのu(wu)に対する理解が極
めて不十分であったことがわかったからである。中国語のu(wu)は、口腔後部の狭め(最高点が奥
舌にある)が必須であるのに、その口腔後部の狭めを筆者は十分に理解していなかったのである。
隊(1986)では奥舌の位置について遊元任のユニークな説明を紹介している。 「況悟的u友音和
目悟不同。唇更園、更突出、舌面隆起点在后、舌位最高. 起元任先生在《汲培入口≫中的描写是最
生功的。他説友u吋、座核好像喋里合着-大口水-梓。」(除1986,p.60)日下(2002)では[u]
の音色を決定する基本的な要素として舌の位置と奥舌の盛り上がりを挙げている(日下2002,p.36)。
「[u]の舌の位置がいちばん奥で狭い母音だということは、奥舌面が盛り上がっているということで
す。奥舌面が盛り上がっているということは、前舌面が凹んでいるということです。 (中略)この空
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間が十分にあるからこそ[u]はこもった感じの母音になるのです。」(日下2002,p.36)
筆者は時折発音矯正の仕事も行うので、対象の日本人学習者のu(wu)の発音が正しくないこと
を発見した場合、「この音は円唇・突き出しだけでなく、奥舌が高いことが重要な要素である」と必
ず指摘した上で矯正するのであるが、そうした学習者はすべて一様に驚く。なぜなら、彼らは自分
から発音矯正を受けるくらいであるから、熱心に中国語を学んで来ていてしかも学習歴は数年以上
にわたる場合がほとんどなのだが、極めて基本的とも言える知識を自身が持ち合わせていなかった
ことを知らされたのだから。それまで教師からも教科書からもそうしたu(.wu;の奥舌高位に関す
る情報の伝達はなかったということである。筆者はそうした実態を知りたいと考え、日本で出版さ
れている中国語の教科書の記述、現場の教師の説明、学習者の理解という三つの角度から、u(wu)
は日本国内でどのように教えられ、学ばれているかを調べ、本論1.で述べた。また、u(wu)の不
正確な発音はなぜ生まれるのかを本論2.で考察してみた。さらに3.でこの不足していると思われ
る情報を学習者(元学習者も含む)に提示する実験を行って、学習者のu(wu)の発音にどのよう
な変化があるかを観察してみた。その結果、やはりこの情報は著しく不足していて、学習者のu
.
wujの正しい調音を阻害していることが明らかになった。
1. 日本国内ではu(wu)はどのように教えられ、学ばれているか。
上記疑問を解くため、3種の調査を行った。
まず一番目に、現行出版されている中国語教科書でu(wu)をどのように説明しているかを調べ
た。この日的は、もちろんこうした教科書を盤上にのせその優劣を論じることではなく、全体とし
て日本国内の教科書のu(wu)に対する説明がどうなっているかを調べることであるO
二番目に、現在日本国内のさまざまな教育機関、たとえば大学や民間の中国語学校などで実際に教
鞭を執っている教師の方々18名にアンケートをさせていただいた。この目的ももちろん、各教師の
方々の教授法の優劣を論じることではなく、全体の傾向がどうなっているのかを調べることである。
三番目に、大学や民間の中国語学校など日本国内の教育機関で現在中国語を学習中、または過去
学んだことのある学習者達の中国許u(wu)に対する理解がいかなるものかを、やはりアンケート
によって調べた0
上記調査とアンケートはすべて平成19年1月から2月にかけて行った。
1.1教科書の記述に関する調査
筆者が容易に入手できる中国語教科書のうち、発音の説明のあるものを選び、その記述がどのよ
うなものであるかを調べた。全部で教科書は30種、著者は単独著者8人、共著22件、共著のうち前
記単独著者1人が入っているもの1件、出版元は出版社29社と大学出版部1である。通常教科書の
前の方に配置されている発音部分の説明を、筆者が重要ポイントと考える5項目プラス「その他」1
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項目に集約した。
表1「教科書30種におけるu(wu)の説明記述」は、縦方向の上から下に、今回調査した教科書
30種を番号で並べ、横方向の左から右に1)外部形状説明、2)外部形状図示、3)内部形状説明、4)
内部形状図示、5)聴覚印象、6)その他の項目を並べた。外部形状説明とは、外から容易に見える
形状の説明のことである。但し、外部形状とはいうものの、口周辺の構造を考えれば、外部の動き
に内側も連動するのは自明のことである。外部形状図示とは外部形状を図示したもののことで、今
回得られたのは唇を正面から見た形と唇を横から見た形の2種である。内部形状説明とは、口腔内
部の調音器官の形状の説明のことであり、具体的な調音器官とその形状や動きを記述してあるもの
のみ、ここに配した。内部形状図示とは内部形状を図示したもので、今回得られたのは正中矢状断
面図のみである。聴覚印象は、具体的調音器官の形状や動きには言及せず、音を「聴覚印象」や
「感じ」で形容してあるものを配した。
表1-1:教科書30種の∪(wu)に関する記述説明
×は「記述や図示なし」を意味する。○は「図示あり」を意味する。
:l外部形当 2)外部形状図
示
3)内部形状説明 4)内部形状図
示
5)聴覚印象 6)その他
1 × × × × × [u]
2 円唇.突き出し × × × × ×
3 円唇.突き出し × × × × ×
4 円唇 × × × mo>」A^ P&tii ×
5 円唇.突き出し
ストロ一を吸う口
× × × ×
6 円唇.突き出し ○ × ×
…滋こ十※.:
×
7 円唇.突き出し × × × × ×
8 円唇.突き出し × 舌を奥へ引く × × ×
9 × × × × × ×
10 円唇 × × × Uro^frp^ fl ×
ll 突き出し × "i"の構えから始め
る
× × 出し終わったあと
もしばらくそのま
ま
12 × × × × × 易しい単母音に∠
類、狭母音後舌 ミ
音 [u]
13 × × × × × ×
14 円唇 × 舌先を下歯から離す × × ×
15 円唇.突き出し ○ × × noxriから阜車叶
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表1-2
=L外部形当 2)外部形状図
示
3)内部形状説明 4)内部形状図
示
5)聴覚印象 6)その他
16 × × × × × ×
17 円唇.突き出し × × × × ×
18 円唇.突き出し × 舌全体を奥へ引く × × ×
19 突き出し × × × × ×
20 円唇.突き出し ○ × × I ×
21 円唇.突き出し ○ × ○ × ×
22 × × × × × ×
23 突き出し ○ × ○ × ×.
24 円唇 × 舌先を下歯茎から
す
× ×
25 円唇Ⅰ突き出し × × × × ×
26 円唇.突き出し ○ × ○ × ×
27 円唇.突き出し ○ . × × 真申 離ら義務亘 ×
28 円唇.突き出し ○ × × 中 #>=>JSJti! ×
29 × ○ × × × ×
30 円唇.突き出し ○ × ○ × 舌面後舌狭母音
丸ロ
30種の教科書のうち20種(66%)が外部形状の説明として「円唇」を、19種(63%)が「唇の
突き出し」を挙げている。その両方を挙げているのは16種(53%)ある。一方、内部形状について
記述してあるのは5種だが、教科書11の「"i"の構えから始める」は動きと最終形状を明示してい
ないので除くと、4種(13%)となる。また、唇の正面や横からの口形を措いた外部形状図示は全
部で10種(33%)、正中矢状断面図は4種(13%)あった。
全体的に、「円唇・突き出し」という外部形状の記述が圧倒的に多い。図示の項目でも、外部形状
図示9種に比べ、内部形状図示4種は少ない。グラフにしたのがグラフ1である。グラフを見ると、
円唇・突き出しという外部形状に関する説明記述と外部形状図示の件数が、内部形状説明および内
部形状図示の件数を圧倒的に上回っていることが分かる。
ここで表1にもどる。表1で注目すべきは、「聴覚印象その他」の項目である。表中では網を掛け
た。表現は多少異なるものの、8種いずれも「口や喉の奥から音を出す」という表現である。これは
厳密に言うと、「口や喉の奥から音を出す感じ」であるに過ぎない。なぜなら、もしこの「音を出す」
ということを「発声」と解釈すると、これは科学的事実と異なる。「発声」とは、「気流が声門を通
るときに声帯が気流に対して行う働き」(斎藤1997,p.18)であるし、母音は口腔中気流の妨害のな
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い音であるから、どの母音でも「発声」
の場所は声門付近であって、これほど25
の母音も同一であるから、「口の前の2。
方で発声する」とか「口の奥の方で発15
声する」などの行為は不可能である。
母音の音色の相違は咽頭壁や口腔の形10
状によって作られることを考えると、
「口や喉の奥から音を出す」ことを
「口腔の奥の方に調音的特徴を有す　o
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グラフ1 :教科書30種のu (wu)に関する記述項目別合計件数
趣 l:こ 至=:.
ぜ 車
描 .慨 面 耳 順
=ラ=ミ.テさシ ≠
十 1
> i~∴ +
+ &
〟
漕 午
円唇　　　突き出し　外部図示　内部説明　内部図示　聴覚印象
る」、さらに明確にいうと「口腔の奥
に狭めが発生する」こと、すなわち表1の内部形状説明の「舌の引き」や「舌先を下歯から離す」
など奥舌母音の調音運動や、正中矢状断面図で表示されている奥舌高位の形状を説明していると解
釈するのが妥当であると考える。 しかし、「口の奥から声を出す」という説明が、奥舌母音を意識し
てなされたものであっても、すなわち教科書の著者が奥舌高位の調音を措写してこのように記述し
たとしても、それを読んだ学習者がその意図を汲めるどうかは未知である。 「ロの奥から声を出す」
という説明のみに、不正確な発音を誘導している原因を帰してしまうのは危険であるが、原因の一
つであると考えられる。それについては「2. 日本語りとの相違点」で後述する。
1.2教師の現場での説明に関する調査
次に教師が現場で実際にどのように教えているかを、アンケートによって調査した。
前述の通り現在日本国内のさまざまな教育機関、たとえば大学や民間の中国語学校などで実際に教
鞭を執っている教師の方々18名にアンケートをさせていただいた。 この目的ももちろん、各教師の
方々の教授法の優劣を論じることではなく、全体の傾向がどうなっているのかを調べることである。
アンケート文面要旨は下記の通りである。
問 ‥中国語 (普通債)の円唇母音2種のうち、ウムラウ トでない方、すなわち [u]を、先生は日
頃どのように教室で生徒に教えていらっしゃるか、教えてください。言語による説明、また図示 に
よる説明があるので したら、簡単で結構ですので、それも教えてください0必ず、普段 と同様にお
願いしますn図示は、お使いの教科書のその部分をコピーして下さっても結構です。
結果、18名の回答を得た。 表2に示す。
18名中日本語教師9名、中国人教師が9名である。 日中の別とト歳代」という大まかな年齢範
囲は参考のために記した。 回答内容の語句は簡潔にはしたが、できる限り忠実に再現した。 教師が
現場で発音の指導をする場合、実際の音を生成して学習者に聞かせることは当然なので、それに関
する記述は省いた。
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18名中17名(94%)が「円唇」を挙げ、12名(66%)が「突き出し」を挙げている。もっとも
17番は「しっかりウの形にする」という回答内容なので、実技と合わせると多分「円唇・突き出し」
を意図しているとは想像できるが、筆者が勝手に判断することもできないので、「円唇・突き出し」
の項目には入れていない。図示はあまり多くなくて、外部形状を図示している者2名、内部形状の図
示は0名である。8番と13番は、学習を始めたばかりの学習者には正中矢状断面図など理解しにくい
という見地から提示しないとしている(★と★★)0が、筆者はu(wu)における「舌の引き」を
「反り舌音のように舌の尖端を上に向けて奥に引くことだ」と理解している学習者に実際出会ったこ
とがあるので、やはり図示は役立つと考える。聴覚印象の項目に配された回答のうち、内部形状の説
明の伴わないもの、すなわち聴覚印象単項のものは1番、8番、10番、14番、16番の5名(27%)で
あった。表中では網掛けしてある。内部形状の説明は6名33%の教師が行っている。また半数以
上の教師が学習者に対して中国語のu(wu)を「日本語ウとは違う」としているものの、実技でその
相違を聞かせる以外には、ほとんどが「円唇・突き出し」および聴覚印象でのみ説明しており、奥舌
高位で日本語ウとの相違を説明している教師は11番と13番の2名11%のみである。
これをグラフにしてみた。グラフ2からもやはり、「円唇、突き出し」という外部形状に関する説
明が内部形状の説明を上回っていることが分かる。但し、表2中網掛けした5件の聴覚印象「奥より
の音」「のどの奥から音を出す」「口の奥から声を出す」「口の奥から発音」「喉の奥から発声」が、
表2 :教師の現場での説明
1)外部 形 状説 明 2)外 部 形
状 図示
3)内部形 状 説 明 4)内 部 形
状 図示
5)聴 覚 印象 6)tの 他
1 (日)
30歳 代
円唇 .突き出 し × × × 広 .半 狭 .狭 母 音
の 別 を表す 三 角
形 を図示
2 (中)
60歳 代
円唇 × 舌 先 を下 歯 茎 に置
く
× × ×
3 (日)
30歳 代
円唇 .突き出 し × 舌 先 を下顎 につ け
た まま下顎 の下 方
に向 かって下 げ ら
れ るところまで下
げる
× 串 本 車 串 埠 頭
* 番 頭 駕席 軽……i享
×
4 (日)
40歳 代
円唇 .突き出 し
×
舌 を少 し奥 に引 く
×
日本 語 オ に 近 い
感 じ ウ を オ の
ように発音
×
5 (中)
30歳 代 .
円唇 .突 き出 し ストローの
口、口笛 、お猪 口
× × × × ×
6 中)20歳 代 円唇 .突き出 し × × × × ×
7 (中) 不 明 円唇 .突き出 し × × × × ×
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表2-2
1)外部形状説明 2)外部形状
図示
3)内部形状説明 4)内部形
状図示
5)聴覚印象 6)その他
8 (中)
不明 .
円唇.突き出し
タコのロ
× × × 0>Hの奥から卓 ★
9 (中)
70歳代
円唇.突き出し × 舌全体を後ろに引
き舌先を歯から離
し、下に巻く
× × ×
10 (中)
不明
円唇.突き出し × × × nmftから車を ×
ll (中)
30歳代
円唇.突き出し 唇を極
限まで突き出した状態
× × × (7j<l-'.Oこい ヰ 十 ×
12 (日)
40歳代
円唇 .突き出し 投げキッ
ス 瓶に息吹き込む形
、○
(ビデオも)
X × × ×
13 (日)
50歳代
円唇 × 舌を奥に引く ×. '>しオを入れ阜+ ★★
14 (中)
i0歳代
円唇 ○ × . × …額垣軌 =$l車掌 ×
15 (日)
20歳代
円唇 × × × X 突き出し不要
16 (日)
60歳代
円唇 × X × 鳩 車蝉 ら舞奉 ×
17 (日)
30歳代
しっかりウの形 X 舌をぐっと奥に引
き空間を作る
×
- ×
18 (日)
60歳代
円唇.突き出し × × × X ×
より具体的な調音法に重きを置いた表
現に変われば、内部形状説明の件数も
突き出し件数と括抗できるほどになる
はずである。
1.3　学習者の理解
前述の通り、大学や民間の中国語学
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
グラフ2 :現場の教師の説明項目別合計件数
＼ x.
二・∴了　一
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校など日本国内の教育機関で現在中国
語を学習中、または過去学んだことのある学習者達の中国語u(wu)に対する理解がいかなるもの
かを、やはりアンケートによって調べた。ほとんどが数年以上学習したことのある者である。アン
ケート文面要旨は下記の通りである。
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これまで学んだ中国語 (普通債)の発音のうちで、u(wu)をどのように習つたか、教えてくだ
さい○①どこでどのような教師に、どのように教わったか。②ネイティブの音声を直接開いて獲得
したこと(討また、自分で剛 を発音する時注意していることがあったら、教えてください0
そして27名、29種の回答を得た。学習者の回答は用語もさまざまであるが、できる限り回答者の
言葉を使用して集約し表3にまとめた。縦方向の上から下に、今回回答を得た学習者27名29種を番
号で並べた。6番は日本人教師2人について回答し、25番は中・日2名の教師について回答している。
横方向の左側に大きい区分けとして、「言語や図示により教わって記憶に残っていること」を配した。
これは問いの①に対する回答をまとめたものである。右側に「自分で獲得したこと、もしくは現在
表3-1　学習者の理解
日 本 人 数 言言吾や 図 示により教 わ って記憶 に残って 自分 で獲得 したこと、もしくは現 在 自分 で注意 し
師 .中 国 人
教師 の 別
いること ていること
外部 形状 の 説 内部 の説 明 聴覚 印象 外部 形状 の 内部の 説明 聴覚 印象説 明
明
く比 職も含む )
説 明その 他 説 明 (比 職
も含む )
その他
1 日 × × × 円唇 × ×
2 不 明 円唇 .突 き出 し × × × 舌の 位置 を高
く
×
3 日 .中 円唇 .突 き出 し舌 を下 顎 の
奥 につ ける
× × × ウ にな らな いよう
4 不 明 円唇とオを混 合 (梅 干 しを
食 べるとき酸 っぱくて思わず
口を窄め るような形 のまま ×
にしてオ】 と発 する)
× × ×
5 中 円唇 × × 円唇 × 音 を 口 中で 響 か せ
厚み を出す
6 日 突 き出 し × × 突き出し 口内空間作 る ×
7 日 円唇 .突き出し × × 円唇 .突 き
出し
× ×
8 日.中 円唇 × × × × 1 ウ とは 咽 喉 の 位 置
が 違う感じ0より奥
の 方か ら声を出す
9 日 円唇 × × 円唇 舌を喉の 奥に
置く
日本 語 ウ よりくぐも
った 感じ
10 日 突き出し × × タコの ロ × 普 段 使 わ な い 筋 肉
を使 って いる感 じ。
喉 の 奥 の 方 か ら出
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表3-2
日本人 数言語や図示により教わって記憶に残って 自分で獲得したこと、もしくは現在自分で注意して
師.中国人
教師の別
いること いること
外部形状の説 内部の説明聴覚印象 外部形状の 内部の説明 聴覚印象説明
明(比職も含
む)
説明その他 説明(比職
も含む)
その他
ll 中 円唇.突き出し舌の後ろを
使う
口先で共鳴
を感じるよう
に
× ×
大げさに。
日本語ウにしない。
12 中 円唇 × × 円唇 口内前方空間
を大きくし、舌
を奥に引く
×
13 日 円唇.突き出し
(緊張)
昔を奥に引
く
× × × ×
14 白.中 円唇.突き出し × ロを横から
描写した図
で説明、後
に音韻学で
舌の位置を
理解0
突き出し × ×
15 日 円唇.突き出し × × 円唇.突き
由し
× ×
16 日 円唇 × 鋭いウ × × 舌の位置を意識
17 日 円唇(関西方
言ウを参考
× × 円唇 × ×
18 日 × × × 円唇 × ×
19 日 円唇.突き出し × × × × ×
20 日.中 突き出し × × 突き出し オという時の
舌の位置
×
21 中 × × × × × ×
22 中 × × × 唇に力を入
れ突き出す
× ×
23 中 円唇 × × 円唇.突き
出し
× ×
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自分で注意していること」を配した。これは問いの②と③に対する回答をまとめたものである。②
の回答は実はほとんどなかったのだが、③で回答している内容を見ると、②の結果と考えられるの
で一緒にした。①の具体的内容として、「外部形状説明」「内部の説明」「聴覚印象説明その他」を配
し、②の具体的内容としても同様のものを配した。
教わったことの記憶のうち、やはり外部形状説明が圧倒的に多く、29種のうち20種(69%)に円
唇が挙がり、突き出しは16種(55%)挙がっている。一方、内部の説明は、4番の「梅干しを食べ
るとき酸っぱくて思わず口をすぼめるような形のままにしてオーと発する」という表現も内部の説
262
表3-3
日本 人 数言語や図示により教わって記憶に残って 自分で獲得したこと、もしくは現在自分で注意し
節.中国人
教師の別
いること ていること
外部形状の説 内部の説明聴覚印象 外部形状の説明 内部の説明 聴覚印象説明
明 (比職も含
む)
説明その他 (比職も含む) その他
24 日 円唇.突き出し × ウとオの間
の音
× × ×
25 + 円唇 × × × 頬を中へ凹ま
せ口内スペー
スを狭める
×
日 円唇.突き出し × × × × 発声位置をウ
より後ろに置く
26 中 突き出し × × × × 日本語にない
濁った音
27 不明 円唇.突き出し
をしてウという
× × × 日本語ウのよ
うにつぶさず
舌の位置を高
くする
明として数えるなら、6種(21%)挙がって
いる。「聴覚印象説明その他」欄に配したも
ののうち、14番のコメントは舌位や舌の引
きに対する理解を述べていて直接調音方法に
言及していないので除くと、11番と16番の
2種6%のみである。「自分で獲得したこ
とや自分で注意していること」としては、円
唇が10種(34%)、突き出しが6種(20%)
挙がっている。「内部の説明」として7種(24%)挙がっていて、用語および内容もさまざまで必ず
しも適正とは限らないが、各自の表現を工夫している。「聴覚印象説明その他」の欄でも9種(31%)
挙がっており、自分の感性と用語での説明がある。これは何を意味するかと言うと、教わったこと
に対する記憶は円唇・突き出し以外さほど残っていないが、自分のやり方、感じ方で、より良い発
音を探っているということではないだろうか。
グラフにしてみた。グラフ3である。左棒が「言語や図示により教わって記憶に残っていること」
で、右棒が「自分で獲得したこと、もしくは自分で注意していること」である0まとめると、「言語
や図示により教わって記憶に残っていること」の主流はやはり円唇・突き出しであるが、「自分で獲
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得したこと・注意していること」となると、「円唇・突き出し」に括抗する「内部の説明」や「聴覚
印象説明その他」の件数があることから、学習の経過に伴い、学習者自身のネイティブ音声に対す
る観察や内省によって、発音の改善に努めているということではないだろうか。ここで、世の中に、
u(to)の調音に関する十分で正確な情報があれば、学習者も随時自身に必要な適正な情報を補う
ことができるのであるが、そうではないところに問題があるのではないだろうか。
2. 日本語ウとの相違
日本人学習者がなぜ中国語u(wu)を獲得しにくいのかという疑問の答えの一つとして、日本語
りをuと表記する習慣があることが挙げられる。筆者が小学生であった時代、日本人は小学校でロ
ーマ字を習ったものだが、そのせいか日本人は「アイウエオ」の5音を"a言,u,e,Oとごく自然に
書いてしまう(1)。u-ウという一種の刷り込みが、日本人の中に広く深く根を下ろしているようで
ある。
しかし、それだけでは日本人学習者がu(wu)をマスターできない理由としては不十分である。
筆者は、日本語ウの舌の最高点位置がこれまで不明確であったことがその原因ではないかと推測し
ている。たとえば、服部1951ではIllを張唇奥舌狭母音で舌位はuと同一としていながら
(p.162)、「日本語東京方言の[km:ki](空気)のra:]は基本的[in:]と[i:]の中間音」
(p.162)としている。また、斎藤(1997)では日本語りを後舌母音(2)とし(p,73)、城生(1998)
では、ウ1後ろ寄り中舌母音およびウ2後舌母音変種の2種を認めている(p.65)。町田他(2003)で
は、後舌母音(p.34)と後ろ寄り中舌母音(p.88)としている。このように全体的に狭めが後ろ寄
りということであれば、中国語u(wu)とさほど相違が大きいようには思えず、教科書や教師が学
習者に狭めの位置に対する注意を促さないのは、ごく自然の成り行きである。上記を直線上に表示
してみる。左端が前舌で右端が奥舌である。
ところが、朱春躍の最近の研究(3)により、快刀乱麻を断つごとく極めて明快に、日本語ウと中国
語u(wu)の相違が判明した。朱は、ある一連の実験の中で、ATR(国際電気通信基礎技術研究所)
内にあるMRI装置を利用して、日本語(東京)話者の母音発音時の正中矢状断面を秒速15枚のスピ
ードで動画画像とその音声を収録して分析の素材にし、収録した動画画像の1枚1枚について、パソ
i ' H
服部・一一一一・・・・・ウ
斎藤・・・一一
SI
・ウ
・ウ1ウ2
.「うr'?
in　・　u
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コンの描画ソフトを使って調音器官の輪郭図を目視と手動で措き、必要に応じて複数枚の輪郭画像
を重ね合わせ、調音器官の形状変化を分析した。朱は、「日本語(東京)話者の『ウ』は『平口』の
ものであり、中国語みたいに唇を突き出さないことがよく言われます。しかし、私の内省では、『平
口』のままでも中国語的なuを発音することができ、逆に唇を突き出しても日本語(東京)的「ウ」
の音色を作ることが可能なところから、唇の形はさほど重要なパラメータではなく、狭めの位置こ
そがこの音の命だと思います。」と述べている(朱近刊)。これは筆者の内省ともぴったり一致す
る。
拭丁　東東方紺青のT(二楓.イ(柵.ウ㈱
図2 (朱氏の著書では図7)　三者とも左から「イ」 「ウ」 「ア」の最高点を示す。
これまでの中国語の教科書の説明や資料では、中国語u(wu)の舌位や形状が単独で表示される
ことはあっても、日本語ウの舌位や形状もすぐその傍に比較表示して、両者の差異が一目瞭然に表
されることはなかったのではないだろうか。 加えて、「円唇母音」という通称が隠れ蓑になって、一
部の日本人教師、中国人教師は外部形状の「円唇・突き出し」さえ達成させれば、それで良いと考
えた可能性があることも否めない。 教師のアンケートの結果を見ても、それは明らかである。 内部
の状態が見にくいこともあり、教師が舌の形状や舌位について特段言及しなければ、日本人学習者
は普段自分が行っている日本語ウと同様に行うのは自明の理であるu(wu)の舌位や舌の形状が、
日本語ウのそれと異なることに気がついていない、かつての筆者のような教師もいるかも知れない。
従来「ウ」は「奥舌母音」と分類されていたが、3名の話者とも狭めが「ア」と「イ」の間にあり、
本当の「奥舌母音」「オ」に比べても、「ウ」はだいぶ前寄りの母音だと言わざるをえない(朱近
刊)。また朱は、中国語u(wu)についても中国語話者に前記と同様の実験を行い、図3の通りu
.
wujの狭めの位置はaより後ろであるという結果を得ている(朱近刊)0 日本語ウの狭めの位置、
即ち前寄りの位置を保ったまま「喉の奥から発声する」ことはできるので、多くの日本人学習者は
いまだに正確なu(wu)を発音できないでいると、筆者は考える。
日本における中国語U (wu)の教え方・学び方に関する考察
話者:CZ
図3　(朱の著作図8の一部)　左からi,a,uの最高点を示す.
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3. 情報を補足する実験の実施と結果
3.1実験の概要
筆者は、u(wu)の舌の形状および舌位に関する情報が日本の中国語学習環境において不足して
いることが、日本人学習者のu(wu)の発音が良くない原因の一つと考える。本論1.において、現
在日本でその調音がどのように教えられているか、学ばれているかを見て、そうした情報が不足し
ていることはある程度証明できたと考える。そして今度は逆に、その不足していると思われる情報
を提示して学習者の発音がどう変化するかを、実験によって観察した。被験者の学習経歴が多様に
なるようさまざまなルートで協力を募った0実験の時期は平成19年6月から8月にかけてである。
実験方法は、筆者が接触できた日本人中国語学習者20余名に、"W凸(屋)"を紙に書いて提示してそ
れを4回音読してもらい、テープレコーダーに録音した。問題ない発音であると筆者が判断した2名
を除く21名に対し、図2と図3を提示し、日本語ウと中国語u(wu)の調音の違いを、舌の形状と
舌位に焦点を当てて説明した。これを「クリニック」と称する。その後学習者が獲得した新しい知
識を調音に活かすよう依頼し、再度"W屯(屋)"を4回テープレコーダーに録音してもらった。各被
験者に対する実験の時間は、最初の録音、図の提示と説明、再録音、感想聴取を入れて15-20分程
度である。21名の録音をネイティブの中国人に聴いてもらい、クリニック以前とクリニック以後の
発音を評価してもらった。この中国人は女性(50歳)で、北京出生、北京大学日本語科卒業、31歳
まで北京在住、31歳の時来日、現在も日本在住である。③は1.3で行った学習者の理解の調査と重
複するが、参考までに調査した。21名中19名の被験者が、本論の1.1教科書の説明や1.2教師の
説明と呼応する「円唇・突き出し」もしくはどちらか、すなわち外部形状を挙げた。また、「口の奥
から声を出す」や「喉の奥から声を出す」と回答した者も4名いた(波線下線)が、これは1.3で
前述した通り、あくまで「感じ」に過ぎない。繰り返しになるが、母音の音色の違いは口腔全体の
形状で決まるのであって、母音の「発声」はすべて声門付近であるから、「口の前方で声を出す」と
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表4-1
①被験者番号および ②脚 ミ発音を獲得した主な方法.場所 ③被験者のu(wu)に関する事前知識
専攻.非専攻の別 (被験者自身の紹介による) もしくは持っている印象
1 A大学の授業で2年、中国人について個人授業1 1)Mより日本語 「ウ」に近し㌔
非草吹 蝣T 2)円唇
2 B大学の授業で1年と少々 1)円唇と突き出し
専攻 ….鉦 恵を疎雇 締 昌…ぎ擁痔殖桓…画 )…妻
3 個人教授1年、0中国語学校2年 1)唇の突き出し
非専吹 中国留学2年間
4 個人教授1年間 1)喉の奥から声を出す0
非草吹 P団体主催の中国語教室で1年半 2)舌は日本語 「ウ」と同様。
5
非専攻
Q中国語教室で40時間、独学20時間 1)円唇と突き出し
6
才特攻
A大学の授業で半年、独学半年 1)円唇と突き出し
7
当初非専攻、後専攻
A大学の授業で4年 1)^ 1
8 C大学の授業で4年 1)円唇と突き出し
当初非専攻、後に専攻
9 A大学の授業で2年、海外赴任前研修2ケ月半、 1)円唇して 「オ」という感じで調島
当初非専攻、後に専攻 R中国語学校で3ケ月
10 D大学の授業および大学の外語学校で各1年、研 l>I']':;
当初非専攻、後に専攻 修所で1年強、中国留学2年
ll
非専攻
P団体主催の中国語教室で1年半 1)円唇
か「喉の奥から声を出す」などは不可能である。奥舌高位によって発生した口腔奥の狭めのことを
このように説明しているものと思われる。
日本国内のu(wu)の教育に不足していると筆者が考える、舌の引きと奥舌高位の情報を被験者
に補足伝達した結果が、④の「クリニック以後」の調音の状況である。今回の実験1回にかけた時
間は20分前後と極めて短かったにも関わらず、改善しなかった者は2名のみで、その他19名は1
3段階改善している。⑤は、筆者が再録音後に行った「この説明とこの2種の図は役に立ったか」と
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④ネイティブによる発音の評価 l ⑤餅 の説明と図の提就 肘 る被鮒 の戯
Iクリニック以前 クリニック以後
日本語 「ウ」に聞こえる 少々改善 + 1月鄭皆 説明と図は役に立った0この形状を表した舌の図は見た
× △ ことがなかった0
少々問題あるがほぼできている 改韓 + 1f5fi- 説明と図は役立った0舌の後引きは知っていたが、どう
垣 ○ いう状態か知らなかった0
日本語 「ウ」に聞こえる 変えようとする努力が感じられる 0 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
× × 図は知らなかった0
日本語 「ウ」に聞こえる 少 改々善 + 1上郷皆 説明と図は役に立った。これまでこうした説明と
× △ 図は知らなかった0
日本語 「ウ」に近いがさほどひ 改善 + 1御皆 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
どくない △ 工 図は知らなかった
ほぼできている 改善 + 1段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
∴ ○ 図は知らなかった0
少々問題あり 改善 + 2段階 口腔内空間のとり方に注意し口内の声をうまく反響さ
△ ○ せることにより良い発音に近づけた0
説明と図は役に立った0
日 「オ」に近いがはぼ良い さらに改善 + 1段階 説明と図は役に立った0これまで舌の後引きは知ってい
言 ○ たが、舌先が浮いていた0
ほぼできている さらに改善 + 1段階 説明と図は投に立った0これまでこうした説明と
「 … ○ 図は知らなかった0
日本語 「ウ」に聞こえる 少々改善 + 1段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
× P △ 図は知らなかった0
日本語 「ウ」に聞こえる かなり改善 + 2段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
× 工 図は知らなかった0
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×一日本語「ウ」に聞こえるO　△「少々問題あり　l6 -ほぼ問題ない　〇一できている.問題ない。
いう質問に対する、被験者の回答と感想である。 全員が「説明と図は役に立った」と回答した。 全
員、こうした舌の形状と舌位をまったく知らないか、漠然としか知らず、また奥舌高位や舌の後引
きを理解している2名の被験者(2番と8番)でさえ、正確な舌の形状までは知らなかった(網か
け)。
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表4-2
(丑被験者番号および専 ②被験者が発音を獲得した主な方法.場所 ③被験者のu(wu)に関する事前知識
吹.非専攻の別 (被験者自身の紹介による) もしくは持っている印象
12 A大学の授業で3ケ月 i)n
非専攻 2)喉の奥から声を出す
13 Q中国語教室で40数時間 特になし(ネイティブ教師のロを見て真似てい
非専攻 る)
14 E大学で4年 1)円唇
当初非専攻、後に専吹 中国留学1年半
15 F大学の授業で2年、F大学院で1年 1)喉の奥で 「オ を出すこ
当初非専攻、後に専攻 中国留学1年 2)円唇
16 G短期大学の授業で2年、中国語教室で発音短期 n n>4
非専攻 講座1週間
17
非専攻
A大学で3ケ月 1)円唇
18 中学.高校.H大学の授業で6年 1)円唇と突き出し
非専攻 中国短明留学2回
19 I大学の授業で1年、中国赴任期に個人教授2年 1)円唇と突き出し
非専攻 半、日本で個人教授1年
20
非専攻
中国で個人教陵2年強、日本で個人教授1年 1)円唇と突き出し
21 H大学の授業で1年、中国留学2年 1)円唇しながら 「オ」という
非草吹 2)口の奥から声を出す
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④ネイティブによる発音の評価 ー ⑤軒の説明と図の掛 こ肘る被鮒の戯
iクリニック以前 クリニック以後
日本語「ウ」に聞こえる 改善 +3段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
× ○ 図は知らなかったc
日本語「ウ」に由こえる 改善 +3段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
×. ○ 図は知らなかった。
日本語「ウ」に聞こえる 改善 +3邸皆 説明と図は役に立つたつこれまでこうした説明と
× ○ 図は知らなかった0
ほぼ問題ない さらに改善 +1脚皆 説明と図は役に立った0この舌の形状は明確には知らな
壇 ○ かった0
日本語「ウ」に聞こえる 改善 +3段階 説明と図は役に立った0舌の後引きと後舌高位について
× ○ は全然知らなかつ7㌔
さほど問題ない 変化なし 0 これまでこうした説明と図は知らなかった。
壇 :Q
ほぼ問題ない さらに改善 +1段階 説明と図6域に立つ7㌔これまで何となく舌の後引きを
◎ ○ していたが、この図により舌棚 明ゞ確に分かった。
日本語「ウ」に聞こえる 改善 +2段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
× …「 図は知らなかった。
ほを≡韓日題ない さらに改善 +1段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
∴ ○ 図は知らなかった,
ほを郡司祖ない さらに改善 +1段階 説明と図は役に立った0これまでこうした説明と
白 ○ 図は知らなかった0
×-日本語「ウ」に聞こえる.△-少々問題あり! a-ほぼ問題ない○-できているo問題ない0
4. おわりに
本論を通し、円唇母音u(wu)が日本国内でどのように教えられ、学ばれているか、そしてなぜ
不完全な発音が多いのか、一部ではあるが明らかになった。外から認識し易い「円唇・突き出し」
が強調されすぎ、外からは見えない「奥舌高位」が実はそれ以上に重要であることがなかなか理解
されていない。また、これまで日本語ウの位置および、u(wu)との相違があまり明確にされなか
った点も、u(wu)の理解を妨げていたと言える。朱は上記の実験を通して明らかにした点として
「母音の音色の形成には唇の形状も重要だが、外部から見えない舌の形状や狭めの位置がより重要な
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意味を持つこと」を挙げている(朱近刊)。また筆者が不足していると考える、奥舌高位、舌の後
引きに関する情報を学習者に伝達すれば、とりわけu(wu)の舌の形状と舌位を、日本語ウのそれ
らと比較して説明・提示すれば、日本人学習者のu(wu)の調音獲得に役立つことが立証できたと
~k'-え蝣'eOJ
以上をまとめると、現在日本の中国語学習環境において、u(wu)の正確な舌の形状および舌位
に関する情報が不足していることが、日本人学習者の調音のまずさの原因の一つであると言える。
くi主)
(1)『日本語音声科学』(城生伯太郎1998,p.67)には国立国語研究所報告60(1978)『Ⅹ線映画資料による母
音の発音の研究』中の、「開口部の縦および横方向の開き」部分で日本語5母音として"a,i,u,e,Oを表記
している。
(2)後舌母音は奥舌母音に同じ。
(3)「構音の面から見た中国語話者の日本語5母音の習得」(朱春躍近刊)の内容を、著者の承諾を得て使用。
『コミュニケーション、どうする?どうなる?(仮題)』(『コミュニケーション、どうする?どうなる?』
編集委員会ひつじ書房近刊)に収録予定。
(4)中国語話者でなくとも、"夫fd"などを発音する場合、円唇は不可能だから[fill]となる。
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